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1. はじめに 

18 式防弾ベストは、近年の厳しい安全保障環境の中において自衛隊員様の安全を確保
するため、従来の防弾チョッキの防弾・耐弾性能を向上させると共に装着時の運動性も向
上させるという防衛省様の強いご要望に対し、長年にわたり培ってきた弊社の防弾・耐弾
技術を駆使すると共に京セラ株式会社様の優れたセラミック製造技術のご協力を得て実現
化に至りました。平成 28 年より開発事業に参加、試作に着手し、平成 29 年の試験評価を
クリアし、令和４年に 18 式防弾ベストとして装備化、量産採用に至りました。 

 
2. 開発の経緯 
弊社は、自衛隊様が防弾チョッキを初めて採用した 1991 年から現在に至るまで、国産

装備品として製造、納入を続けてまいりました。この間、運用要求に速やかに対応すると
ともに、自社努力による技術進展を図り、改善を続けてまいりました。 
 最初の戦闘防弾チョッキは砲弾破片から身体を防護する設計でしたが、その後、国際貢
献活動にも対応するため、小銃弾にも抗堪する付加器材（耐弾プレート）を取り付ける付
加器材収納型となりました。その後、耐弾プレートと戦闘防弾チョッキは一体設計でかつ
脅威の度合いに応じ耐弾プレートの着脱を可能とした防弾チョッキ２型、この２型に緊急
時に即時に脱衣できるクイックリリース機能を付加して防弾チョッキ２型(改)としまし
た。防弾チョッキ３型では付加器材の耐弾性能は維持しつつ付加器材の胸部及び背部で約
25wt%(約２kg)の軽量化に成功しました。さらに３型(改)において、付加器材の胸部、背
部を小型化した上で、脇部、上腕部、下腹部を加え、運用場面の状況に応じて選択できる
構造としました。最新の 18 式防弾ベストでは、さらに貫徹力の高い小銃弾にも抗堪でき
る高いレベルの御要求に応じ、超硬質、高強度素材及び積層構造を改善することで防護性
能を大幅に向上させることに成功しました。 



 
 

3. 18 式防弾ベストの特徴 
(1) 高耐弾性 

基本構造は、耐弾プレート、ソフトアーマー、緩衝材   
の３層構造から構成されています。耐弾プレートで小銃     
弾を破砕し貫徹力を低下させ、ソフトアーマーで小銃弾  
の被弾衝撃を拡散させ、緩衝材で被弾による衝撃を緩和  
し後部変形から身体を防護するという３つの要素で耐弾  
機能を発揮しています。耐弾プレートは、超硬質セラミ  
ックと高強度繊維を特殊構造で積層し、高い耐弾能を確  
保しつつトレードオフの関係にある重量と厚さを極限ま  
で低減する設計となっています。ソフトアーマーは、砲  
弾破片に抗堪できる強度と軽量で被服のように身体に適  
合する柔軟性を有しています。緩衝材は、衝撃吸収性能 
が高く、通気性に優れ、洗浄も容易で衛生的な三次元網 
状繊維構造体（ブレスエアー®）を使用しています。 
 

(2) 高操用性 
耐弾プレートは、胸部、背部、肩部、脇部、大腿部、下腹部に分割して装着し、据銃

のし易さや各種戦闘行動における体の動きをできるだけ邪魔しない動きやすい構造とな
っています。また、装備重量を肩だけでなく体全体に重量分散して支える構造のため、
実際の重量よりも軽く感じ、身体への負荷を軽減させています。 

 
(3) モジュール性 

任務の特性及び脅威の度合いに応じて耐弾プレートによる防護部位の選択が容易な構
造で、防護性を重視する場合や運動性を重視する場合、身体負荷の軽減を重視する場合
等に柔軟な対応が可能です。また、弾倉ポーチ等の装着が容易な構造を有しており、任
務に特性に応じた個人装備の充実を実現しています。 
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